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相模トラフは,南中央日本の相模湾の最深部にあり,フィリピン海プレートと北米プレートとの物質境

界になっている。フィリピン海プレートは,北西方向に年間約4cm移動しているので,相模トラフと

沖ノ山堆列との間の相模構造線に沿って右横ずれを生じている。石灰質ナノ化石年代と底生有孔虫化石

の分析により沖ノ山堆列を構成する地層の年代と堆積環境を明らかにした。すなわち,南部の沖ノ山堆

は16‐2Maの地層で構成され,北部の相模海丘は0.9Ma以降の地層で構成されていることが判

明し,底生有孔虫化石とナノ化石による相模海丘の古水深は現在の海底の水深とあまり変わっていない

1,200‐1,600m付近にあったことが判明した。このデータにより沖ノ山堆は0.9Ma以に

相模海丘に対しておよそ1,000m隆起し,この間の地質関係は断層と解釈された(服部ほか,19

95)。この隆起はプレート沈みこみに伴う地塊の境界,あるいは断裂と考えられ,その後 沖ノ山堆

列は右回りに回転したために相撲構造線を横 切る左横ずれが発生し,これに沿って海底谷が発達した

。すなわち,相模湾底と三浦-房総地 域の顕著な地質構造は,1)北西-南東の地質構造線を境とす

る右横ずれ運動と,2)フィリピン海プレートの沈みこみによる東西方向の上下ずれ断層で構成されて

いる。
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The Sagami Trough, situating at the dee

pest part of Sagami Bay, south-central 

Japan is the plate boundary between the

Philippine Sea Plate and the North Amer

ican Plat. Due to the north-westward mo

vement of the Philippine Sea Plate with

an annual velocity of ca. 4cm, a right-

lateral shift develops along Sagami Tec

tonic Line between Sagami Trough and Ok

inoyama Bank Chain. By analysis of calc

areous nannoflora and benthic foraminif

ers, it was revealed that the age of th

e southern Okinoyama Bank ranges betwee

n 16-2 Ma, while the age of northern Sa

gami Knoll is younger than 0.9 Ma, and 

there is a strong possibility that the 

Okinoyama Bank have uplifted ca. 1,000m

within the last 0.9 Ma against the Saga

mi Knoll. (Hattori et al., 1995). We co

nsidered that the uplifting is caused b

y an active vertical fault representing

a block boundary or a fracture zone ass

ociated wit the subduction。 A successiv

e clockwise rotation of the Okinoyama B

ank Chain have created the left-lateral

shift across the Sagami Tectonic Line, 

along which submarine canyons have deve

loped. The prominent geologic structure

of the Sagami Bay and Miura-Boso region

are, 1) right-lateral shift bounded by 

NW-SE trending tectonic line and, 2) ve

rtical faults activity associated with 

the subduction of the Philippine Sea Pl

ate。 

Key words ' Sagami Trough, Sagami Bay, Sub

duction zone, Philippine Sea Plate, Calca 

reous nannoplankton

１．は じ め に

沖ノ山堆列は，相模湾の東部にあり，三湘半島と房総

半島南端部の西側海雌斜面で北西－1勾虫方向に走る海底

山脈である。沖ノ山堆は沖ノ山堆列の廠東側に，相模洵

丘と真鶴海丘は北西側に位置する。堆列は，相模湾巾火

部の相襖トラフで境され，その境外には北西一南東方向

の相模湾断層があり. 1923年の関東大地震の震源断愬で

あったとされている。沖ノ|｣|堆列は，南西一北東方向の

谷地形でブロック化されている。この報文では，沖ノ|||

堆列をつくる地脳の生成年代を明らかにし，一部ではあ

るが，地層の堆積深度を考察し，上記の海底地形がプ

レート迦動によってつくられた物質ブロック境界である

ことを報告する。 一方， 三浦半鵬には東両方向の右横ず

れの５本の活断層があり，そこに生活する巾民は活断層

と共存しなければならない地域でもある。木報仁は，海

底地形と陸域地形との関係を解明する資料の一郎とし，

研究成果を巾民にも屈兀したい。

２．沖ノ山堆列を構成する地層とその化石年代

沖 ／山堆は，沖ノ111堆列の南東部に位置し，圸部（麓）

の水深は約1,300m ， 哨部は54m にあ る堆であ る（図

1）。 沖ノ111堆は，房総す島南内端の洲の岬の沖合に延艮

すると考えられている。 堆の潛水船調査は，川の譎部か

ら中腹の569m まで行われ。 蟹江ほか（1991 ）と服部 ，

/昭

EFI･11（1991 ）によれば，趨の基部の1,127  m では固結 した

泥岩で. ＣＮ４ナ／化石帯（15.6-１３ｊＭａ）にある。その上

の見かけの上位麪は。成哂したシルト岩を挟む凝灰岩か

らなる。水深X,013m はCN12d ナノ化石亜帯（Z4-2.０

Ｍａ），873-772m はＣＮ９化石(8.2-5.6Ma),  569m は

ＣＮ１２ａ亜帯（a7-2,８Ｍａ）とCN12b 亜帯（2,8-2.５Ｍａ）

にあ る（閥2 ）。調 査結果は，沖ノ|||堆を構成する地層の

ナノ化石年代が整然とした層序とな っていないことを示

している。 服部ほか（1995 ）は。この化石眉序の乱れが

CN14a 亜帯（0.94-0溺 Ｍａ）の時代に生じた乱泥流にi’･r

期捫が巻 き込まれて再堆積Ｌ たと解釈した。15.6-13.6

Ｍａの年代は，三浦亊励の葉111捫（蟹江・洩見，1995）に

対比される。8.2-5.６Ｍａと3.7-2.５Ｍａは， それぞれ三禰

層罸の巾 ・上部（観江 廷か，1991 ）に相当する。2.4-2.0

Ｍａは上総麪屏の下部あるいは， 房総｀1!局南帯地域の千

愈麪i? の上部に肴|当する。

三ilf 島 南丙部沖合の三崎淘丘と三浦海丘からは，年

代が判|り］した資料がない。

相模淘Ｇ:は， 沖ノjll堆列の北丙部に位置し， 海丘懸郎

での水深は約1,450m ，項部は466m である。扣絞晦丘の

西側は，相模トラフを挟んで 嶌鶴淘ｉ に而しており，こ

の間は相襖トラフの最 も鰛の狄い部分となりている（図

1）。111睦洵fi:|和束の騙部から水濠1.202m まで の凋査結

米は，服部ほか｛199211 こより報告されている。 それに
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図 １ 沖 ノ|||堆 列 及 び そ の 周 辺 地 峨 の 地 質 椙 造 。Oll: 大 吸 丘 驍｡0S 大 磯 洵 脚 ， ＭｎＫ； 鳬 餌ftft.  SKN: 桐 胴 晦 丘 北 郎．

ＳＫＳ：相 模 湖fi 南 郎,  MuK:Eili 海｢ｉ：．ＭｓＫ ：三 崎 海 丘 ，０Ｂ：沖 ｙIII堆

Fig,  I Geologic ｓlrｕｃtｕre of the Okinoyama Ｂａｎｋ Chain ａｎｄ titt around region. 011 : Oiso l･1111. ０Ｓ:Oj ｓｃ Spur,

ＭｎＫ:Manazuru Knoll.  SKK:northern pari 01 111e Sagami Knoll. SKS:southern ｐａrt of the S 昌gamj Knoll.

MuK : Miura Knoll. MsK : Misaki Knoll, ０Ｂ: Ｏｋｉｏｏyａｍａ Ｒａｎｋ.

よれば，ｌ の斜面は成麪した柔らかいシルト岩で，凝灰

岩，特に白色細粒 凝灰岩嘔を頻繁に挟んでおり，水深

1,400m と1,312m のシルト岩は, CK14a ナノ化石亜･:I;

（0.94-0.46Ma ）のものであり， 三浦～房総半島地域の上

総嘔群の上部屆に対比された。||』畸（1993 ）によれば，

梅丘Jt郎の水深1,237-834）ｍ からの４試料はCN13b （1.8

-0.94 Ma) のものであり，719m の試料はＣＮ１５ａ（0.27

Ma く）のものであ った（図2 ）。なお，川部ほか（1995 ）

は， 海丘北丙部の水深734m と608m から新鮮な人觜!の

安山岩角礫を採襲し，相模海「1の嘖部付近に火山活動が

あ･, たかを論じている。

奥鶴海丘東部（図 Ｄ の基部の水深1.362m から採集さ

れた試料はCNl4a 唖帯であり（服部ほか，1995）（図2 ），

北丙斜面でもCN13b-CNljlb ｛|｡8-0.27Ma ｝化石亜･:Iμこ

対比 された（lll崎，1993 ）。これらの ナノ化石年代で，貞

JAMSTEC Ｊ. ０ｅ●ｐＳ●ａ Ｒ●ｓ.｡12 C19961

鶴海丘と相模陶丘を構|戍する地捫の年代が類似し，その

年代の堆積物は上総ｌ 群上部と相模屆贋～下総層群の一

郎に相当する。

３．扣讒トラフにおける沈みこみ帯の位置

沖 ノ山堆で 艢認された堆積年代は15.6-2.0  Ma であ

る。‐ 力'，相模洵[i:のそれは1.8  Ma  £1降である。三i･洶

丘と三崎海,｢;:の化石年代は不|ﾘ1であるか，現在のデータ

では沖ｙII,|坩と扣輳海丘との|詞に徴化石年代の|りll瞻な断

絶がある。服品 ほか(1995) は，ナノ化石のj咄 咄黝ａｅｓ

芦・血・洳 の産山頻度と底ｔ 有孔虫による推定深度の解

呀から，l･|模海11 をつくる地哨は退去も現在と顛似の水

深で堆積 廴たと膤定し， 沖ｙlll堆は相模海li に対し相対

的に約1.000m 隆起した断層があ ると考えた。この位置

には東京海喋谷があり。 また， 沖ノ|11堆列と相榜トラフ

14ａ



図 ２ 沖 ／山 堆 列 及 び そ の 周 辺 地域 を 桾 成 す る 地 塊 の 石 灰 質 ナ ノ 化 石年 代

Fig. ２ Calcareous nannoplanklon ａｇｅ{ ＣＮＩ Ｑｆ tｈｅ ｇａ 》logic ｂ･locks of Ihe Okinoyama Bank Ｃｈａｉｎ and around

rｅｇｉｏｎ. ０Ｈ:Oiso Hill.0S:Ois ｏ Spur. ＭｎＫ: Ｍａｎａｘｕrｕ Knoll, ＳＫＮ:northern part ｏｌ Ihc Sagami Ｋｎｏ】|.

SKS:southern  part  or the  Salami  KnolL  MuK ； Miura Knoll. MsK : Misaki Knoll. ０Ｂ:Okinoyama Dank.

の境 界付近 にある柑模薦構 造線 が三浦 海底谷付近 で左 に

ず れ てお り ，こ こ に も断 麪 が あ る か も し れ な い。

Koyama ａｎｄ Ｋｉtａｚａtｏ （1989 ）は ，こ の左 ずれを フ４り

ピ ン海 プ レートの北丙行に よ って生 じ た， 堆列の時』|一回

り回転 によ って生じ たと解 駅し た。

扣腴海6; の 」ﾋ方 には大磯洵脚 があ るが，堆 積年代は 不

j･lで あ る。 さらに』ﾋIIljの 人 髄丘陵ではCN14 （0.94-0.28

Ma ）-CN15 （0,28Ma ＜ ） の海 成 堆 積 物 （|嵋HI ，1987 :

Koyama and Kilazato, 1989 ）が 隆起 し て丘陵を つく う

てい る。 人磯n: 陵 を つくる地層 の徹化 石年代は， 相杖海

丘を構成 する地 層の化 石年代とよ く似 てお り。 対比 でき

る 可能枇 があ る。 すな わち，人礫ji:陵 は ，相模 湾」ﾋ郎 の

海嵐を つく ，てい た堆私物 が隆起し た可能 鮭 が人 きい。

相模洶fi:の存 在 する洶ll 深 度(1.450m) か ら 人磯（i鬚 の

現在の高度 ま で隆起 し たとすると｡20 ヵ 年131のｆ 均 隆起

逑 度 は ，IJ ）00年11j に 約 ７ｍ と1 亠積 も ら れ る。 松 田

｛1985J が,il･算 し た人磯11 陂 の 人饑型地震に伴 う|,0 舶 年

llljに3 4111 の 降 起速 度， また測 地 学 的･|叱| 降 起 速 暖 は

μ佃

1,000 年 間 に2-3m で あ る。 更新続 か ら なる 人磯 丘陵の

詫起 速度は， 人畷型」自認に よる ものよ り小 さく， また，

測地学 的速度よ り小 さいか， これには， さらに|周31!型 圸

ａ と元ljJS‘1地 震に よ る隆起 がヵ||わ って い ると 考え ら れ

る。

従 って，人礫 丘陵 と 人磯 海脚 とのISI』に あ る片瀬 海底??

に 沿･･ て逆 断層が存 在す ると推定 できる。 この地質 構造

線 は，生 沢（いくさ わ）構造線に つなが るnl 能 やIEが あ る。

Koyama and Kilazato （1989 ） は ，人磯r1 峻 を 擒成 す

る 吏新統 の,II･地 磁 気研究 から，ＣＮ１４ａ（0.94-0.46Ma ）の

時代に 羽嵯捫 堆積前で前川 麪堆積 後 の間に， 約50 °時計

|!jlり に|り」転 し。 その･SIUI を0.9･0. ６Ｍａと みなした。［!jl転

の原 因は。 フ４りピ ン洶 プレ ートの迎動 で伊 豆地塊 が本

州に 衝突 し たためと考え た。 小竹ほ か （1996 ） は ， 人磯

［i;陵 が52 °，jli ｀r励 が30 ”，ｇ 総 半島がll･13 °ljll転 し ，

その時 期は房総 半ａ 偈端でのT･ ｅ 駲丿呷とａ 廊 肘俳の埴 Ｗ

部， すな わちj.10･0.83Ma に 対 比 し た。下 行らは，現在

の嶺圖地 質構造霤 を| くｏya 。ｌａａｎ（IKila ｚｌｌｏ（1989 ）と 小

JAMSTEC Ｊ Ｄｅ●p Sea Ｒｅs.｡12 11996 ｝



竹ほか（1996 ）のモデルで回 転前の鮖 召に復元し，東京

湾などの位置で儂岡帯を右瞋ずれ断層としてもとの位置

へ戻すと，0.９Ｍａ以前には崩岡帯はほぽ東西の直線上に

配列され， 伊豆半島の湎突前の本州巾部の地形を復元で

きる。

扣輳湾北東部の海底谷そして陸翻付近の地質構造に閔

する資料は少ない。従って，断層 の性格の解明について

は。さらに資科 の集積が必要である。これらNE-SW 方

向の断層あるいは構造線付近には。裂在フィりピン海プ

レートが沈みこんでいる可能粹が高い。

４．相模トラフの形成年代

徳山 一徐〔1988〕は，木村（j976 ）の相棋トラフを堙

秘したのはDIE  (2-1 Ma) であるので，相模トラフの形

嗔は，およそ２Ｍａころにはじま･｡ たとした。また，東京

淘底谷下流郎の軸部に堆積したのはＣ僭 （1.0-0.４Ｍａ）

であり. E-W ないしSEE-NWW の海底谷がつくられ

たのは，およそ1.０Ｍａとした。

相模洵丘のJ4部にはCN14a （0,94-Ｏｊ６Ｍａ）の堆和物

が膾忽され， ほぽ同様なものがト ラフ堆観物として水深

1200-I,600m の淘UIで堆畩し，それａ 後に相模尚盆底が

沈降， または下刻されたと徊定される。

沖 ノ|||堆南西鯏の相槓トラフ付近（布良潮南海丘のjl

のト ラフli. 水深1,887m ）には。厚さ2 μ）Omの南相模

麪（木村，1976 ）が知られているが，ＣＮ１４ａ（0.94-0.46

Ma ）の時 代以 降にトラフ側は|｡500m 沈降したとされて

いる（服 部ほか. 1992) 。

５．お わ り に

ll模湾東部の沖ノljl堆列を構成する地層の堆積年代は

少しずつ刊明しているが， 依然として三浦梅ａ・三崎海

ri;は不明であり。 沖ノ|11堆の.ll亊部も未調戉である。こ

の資料によって， 沖 ／111堆列のブロ ック化された地形

は，どのような断層であるのか，沈みこ みを倅う斷裂な

のかは|まとんど不|りjである。房総｀F島の南力沖～鴨川沖

にも沈みこ み帯の作在は知られている（Ｆｕjioka el a）｡

1989）が，その多 くは未調査である。これら海底での物

質境Ｗは，｛i･｀r島 ・房総｀14;で調 査されている断層・

活断恥とも関連しているはずである。多くの人|｡1と財政1

をfj･する冖’赭囘|刹部地城での活構造の研究は人変唄髮で

ある。海洋科学技術センターをはじめとする海洋淘代船

の効率的な運川と活用が望まjl る。

本研究を行うにあた･,て，潜水14勧「な･」しま｜ の邃

11＆び 「ドルフ４ ン３Ｋｉ の運航チームにはおIIIMISにな

J為ＭｓＴＥｃ Ｊ ＤＩ・p Sea Ｒ・ｓ.｡12 ｕ99啣

り，海洋科学技術センターの田中武男博士には試科を提

供いただき，相嶢貝熕同好会の倉持卓司氏には船上作業

にご協力いただいた。これらの方々にお礼申し上げる。
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